


ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
北
海
道
は

脱
炭
素
＆
地
域
の
活
性
化

─
そ
も
そ
も
「
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
」
と
は
。

奈
良　
地
球
温
暖
化
は
、
人
間
の
活
動
に

よ
り
排
出
さ
れ
る
温
室
効
果
ガ
ス

（
C
O
2
な
ど
）
の
増
加
が
主
な
原
因
と

言
わ
れ
て
い
ま
す
。
排
出
削
減
だ
け
で
は

ゼ
ロ
に
は
な
ら
な
い
の
で
、
光
合
成
に
よ

り
空
気
中
か
ら
C
O
2
を
取
り
込
む
植
物

の
力
を
借
り
て
、
温
室
効
果
ガ
ス
の
人
間

活
動
に
よ
る
排
出
量
と
森
林
な
ど
に
よ
る

吸
収
量
が
均
衡
す
る
状
態
に
し
よ
う
と
い

う
の
が
「
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
」
の
考
え
方
で

す
。─

北
海
道
は
、
国
に
先
駆
け
て
ゼ
ロ

カ
ー
ボ
ン
を
表
明
し
ま
し
た
ね
。

奈
良　
は
い
。
2
0
2
0
年
3
月
、
道
は

2
0
5
0
年
ま
で
に
温
室
効
果
ガ
ス
排
出

豪
雨
や
猛
暑
な
ど
、
地
球
温
暖
化
の
影
響
と
見
ら
れ
る
現
象
が

北
海
道
で
も
発
生
し
て
い
ま
す
。

世
界
的
な
課
題
で
も
あ
る
地
球
温
暖
化
へ
の
対
策
と
し
て
、

道
で
は
、「
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
北
海
道
」を
推
進
し
て
い
ま
す
。

道
庁
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
戦
略
課
の
奈
良
華
織
さ
ん
に
、

取
り
組
み
の
内
容
と
私
た
ち
の
日
常
生
活
で
の

温
室
効
果
ガ
ス
削
減
の
ポ
イ
ン
ト
を
伺
い
ま
し
た
。

ゼロカーボンとは

脱炭素と持続可能な地域の同時達成の姿

北海道環境生活部ゼロカーボン戦略課
ゼロカーボン推進担当課長

奈
な

良
ら

　華
か

織
おり
さん

量
の
実
質
ゼ
ロ
を
目
指
す
こ
と
を
表
明
し

ま
し
た
。

　
「
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
北
海
道
」
は
、
次
の

三
つ
を
基
本
方
針
に
据
え
て
い
ま
す
。
①

太
陽
光
、
風
力
、
地
熱
な
ど
、
北
海
道
に

た
く
さ
ん
あ
る
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
資

源
を
最
大
限
活
用
す
る
。
②
単
に
脱
炭
素

化
を
図
る
の
で
は
な
く
、
産
業
の
振
興
・

経
済
の
活
性
化
な
ど
地
域
の
課
題
解
決
に

つ
な
げ
る
。
③
生
活
の
質
の
向
上
に
つ
な

げ
る
。

　

1
7
9
市
町
村
そ
れ
ぞ
れ
が
地
域
の
特

色
を
生
か
し
、
オ
ー
ル
北
海
道
で

2
0
5
0
年
の
排
出
量
ゼ
ロ
に
向
け
、

2
0
3
0
年
度
に
は
2
0
1
3
年
比
で

48
％
の
削
減
、
つ
ま
り
、
ほ
ぼ
半
分
に
す

る
こ
と
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

─
私
た
ち
一
人
一
人
が
、
日
々
、
ど
の

よ
う
な
こ
と
に
留
意
し
た
ら
よ
い
で
す
か
。

奈
良　
過
度
な
暖
房
・
冷
房
を
控
え
る
、

ご
み
を
減
ら
す
と
い
っ
た
身
近
な
行
動
で

エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
を
抑
え
る
こ
と
の
ほ

か
、
省
エ
ネ
家
電
を
選
ぶ
こ
と
、
再
生
可

能
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
活
用
す
る
こ
と
な
ど
が

挙
げ
ら
れ
ま
す
。

　

一
戸
建
て
住
宅
の
屋
根
に
太
陽
光
パ
ネ

ル
を
設
置
す
る
と
自
家
発
電
が
で
き
ま
す

し
、
省
エ
ネ
と
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の

活
用
を
兼
ね
備
え
た
Z
E
H
（
ネ
ッ
ト
・

ゼ
ロ
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
ハ
ウ
ス
＝
ゼ
ッ

チ
）
に
も
注
目
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

　

産
業
の
側
面
か
ら
言
え
ば
、
北
海
道
は

酪
農
が
盛
ん
で
、
牛
の
ふ
ん
尿
は
適
切
に

処
分
し
な
け
れ
ば
、
悪
臭
な
ど
に
よ
り
、

周
辺
に
迷
惑
を
か
け
て
し
ま
い
ま
す
。
し

か
し
、
ふ
ん
尿
由
来
の
ガ
ス
か
ら
発
電

し
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
作
り
出
す

こ
と
で
、
地
域
の
課
題
解
決
に
も
な
り
ま

す
。
加
え
て
、
化
石
燃
料
を
道
外
か
ら
買

「
暮
ら
し
の
質
を
よ
く
す
る
」
と
い
う

「
暮
ら
し
の
質
を
よ
く
す
る
」
と
い
う

ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
の
メ
リ
ッ
ト
に
理
解
を

ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
の
メ
リ
ッ
ト
に
理
解
を
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特集　カーボンニュートラルと住宅／スペシャルインタビュー

温室効果ガスを削減する主な方策
（イラスト：あいばゆう）

　2022年3月、北海道庁（札幌市中央区北3西6）
1階ロビーが、木のぬくもりあふれる空間に生まれ
変わり、語らいの場にもなっている。
　道産木材のPRを主な目的として設けられたもの
で、トドマツ、カラマツ、ナラなど11種類それぞ
れの持ち味を生かし、テーブルやいす、木立を模し
た円形ブース、木漏れ日を演出するカウンターを製
作。コーヒーショップが入っているので、コーヒー
を味わいながらくつろぐ人も多い。

道庁1階ロビーにウッディな空間が好評！

わ
な
く
て
も
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
地
域
の
中
で

循
環
す
る
こ
と
が
で
き
、
地
域
の
活
性
化

に
も
つ
な
が
り
ま
す
。

　

ま
た
、
北
海
道
は
森
林
資
源
も
豊
富
で

す
。
間
伐
材
を
木
質
チ
ッ
プ
に
し
て
バ
イ

オ
マ
ス
燃
料
を
得
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

　

コ
メ
の
も
み
殻
な
ど
も
固
形
燃
料
と
し

て
再
生
で
き
ま
す
し
、
温
泉
の
熱
は
公
共

施
設
や
ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
の
暖
房
に
利
用

で
き
ま
す
。

捉
え
方
を
変
え
れ
ば

マ
イ
ナ
ス
か
ら
プ
ラ
ス
に

─
2
0
3
0
年
ま
で
、
あ
と
8
年
。

「
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
北
海
道
」
の
認
知
度
は
。

奈
良　
道
民
の
方
々
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調

査
で
は
、「
聞
い
た
こ
と
は
あ
る
け
れ

ど
、
よ
く
わ
か
ら
な
い
」
と
の
回
答
が
少

な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
周
知
す
る
に
は
、

「
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
」
の
仕
組
み
だ
け
で
な

く
、「
私
た
ち
の
暮
ら
し
を
よ
く
す
る
も

の
」
と
い
う
こ
と
を
理
解
し
て
い
た
だ
く

こ
と
が
肝
要
と
考
え
ま
す
。

　

脱
炭
素
化
に
関
す
る
世
界
的
な
調
査
に

よ
る
と
、
6
割
強
の
人
が
「
生
活
の
質
を

よ
く
す
る
」
と
捉
え
て
い
ま
す
が
、
日
本

で
は
「
生
活
の
質
を
脅
か
す
」
と
捉
え
て

い
る
人
が
約
6
割
と
の
結
果
が
出
て
い
ま

す
。
こ
れ
は
省
エ
ネ
な
ど
に
対
し
て
、
我

慢
す
る
イ
メ
ー
ジ
が
先
行
す
る
た
め
と
考

え
ら
れ
、
成
功
事
例
を
さ
ま
ざ
ま
な
形
で

お
知
ら
せ
す
る
よ
う
努
め
て
い
ま
す
。

　

例
え
ば
、
住
宅
性
能
を
高
め
る
と
、
お

の
ず
と
省
エ
ネ
に
な
る
の
で
、
断
熱
・
気

密
に
関
す
る
技
術
や
Z
E
H
の
魅
力
に
つ

い
て
、
道
の
広
報
や
住
宅
フ
ェ
ア
な
ど
で

お
知
ら
せ
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
私
た
ち

は
2
0
1
8
年
に
全
道
的
な
ブ
ラ
ッ
ク
ア

ウ
ト
を
経
験
し
ま
し
た
が
、
自
宅
で
太
陽

光
発
電
が
で
き
れ
ば
、
万
一
の
と
き
に
も

対
応
で
き
る
な
ど
、
住
ま
い
の
脱
炭
素
化

を
進
め
る
こ
と
で
災
害
に
強
く
な
る
メ

リ
ッ
ト
も
ア
ピ
ー
ル
し
て
い
ま
す
。

─
「
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
北
海
道
」
の
実
現

に
向
け
、
今
、
重
点
を
置
い
て
い
る
こ
と

は
。

奈
良　
脱
炭
素
に
向
け
た
ラ
イ
フ
ス
タ
イ

ル
・
ビ
ジ
ネ
ス
ス
タ
イ
ル
の
転
換
に
つ
な

が
る
呼
び
か
け
と
し
て
、
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン

チ
ャ
レ
ン
ジ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
実
施
し
て

い
ま
す
。

　

マ
イ
ボ
ト
ル
の
携
帯
や
海
岸
の
ご
み
拾

い
イ
ベ
ン
ト
へ
の
参
加
の
呼
び
か
け
、
植

樹
や
木
育
イ
ベ
ン
ト
で
の
「
ゼ
ロ
カ
ー
ボ

ン
北
海
道
」
の
P
R
の
ほ
か
、
高
校
生
の

探
求
学
習
で
活
用
い
た
だ
け
る
「
ゼ
ロ

カ
ー
ボ
ン
講
座
」
の
動
画
配
信
も
予
定
し

て
い
ま
す
。

　

道
庁
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
戦
略
課
の
サ
イ
ト

で
、
イ
ベ
ン
ト
情
報
や
動
画
配
信
の
お
知

ら
せ
等
行
っ
て
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
チ
ェ
ッ

ク
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

省エネ家電

エネルギーの見える化 再生可能エネルギー

太陽光パネル

蓄電池

電気自動車

HPのQRコード

北海道「ゼロカーボン戦略課」
E-mail：kikou.zerocarbon@pref.hokkaido.lg.jp
TEL（直通）：011-204-5334
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す
く
な
り
ま
す
。
暖
か
く
快
適
な
暮
ら
し

の
た
め
、
断
熱
性
能
の
向
上
は
と
て
も
重

要
で
す
。

～
省
エ
ネ
～

　

寒
冷
な
北
海
道
の
住
宅
で
は
、
暖
房
に

多
く
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
消
費
し
て
お
り

（
図
1
）、
こ
れ
が
削
減
で
き
れ
ば
、
家
計

の
負
担
は
小
さ
く
な
り
ま
す
。
そ
う
す
る

た
め
に
特
に
重
要
な
こ
と
と
し
て
、
前
述

し
た
断
熱
性
能
の
向
上
に
加
え
、
暖
房
設

備
の
高
効
率
化
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

　

暖
房
設
備
と
し
て
、
道
内
で
は
ガ
ス
や

灯
油
の
ボ
イ
ラ
ー
に
よ
る
温
水
セ
ン
ト
ラ

ル
ヒ
ー
テ
ィ
ン
グ
が
よ
く
使
わ
れ
て
い
ま

す
。
従
来
の
ボ
イ
ラ
ー
は
、
排
ガ
ス
と
と

断
熱
と
暖
房
設
備

～
冬
の
暖
か
さ
～

　

住
宅
の
外
壁
の
中
や
天
井
裏
な
ど
に

は
、
断
熱
材
が
入
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は

暖
房
の
熱
を
屋
外
に
逃
さ
な
い
た
め
の
も

の
で
す
。
戸
建
て
住
宅
の
場
合
、
外
壁
の

断
熱
材
の
厚
み
は
、
従
来
10
㎝
程
度
が
多

か
っ
た
の
に
対
し
、
最
近
は
15
～
20
㎝
以

上
の
住
宅
が
一
般
的
に
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
断
熱
性
能
の
高
い
住
宅
で

は
、
冬
の
外
気
の
冷
た
さ
が
外
壁
や
床
の

室
内
側
ま
で
伝
わ
ら
ず
、
足
元
の
寒
さ
を

感
じ
に
く
く
な
り
ま
す
。
ま
た
、
ト
イ
レ

な
ど
暖
房
が
な
い
空
間
も
室
温
を
保
ち
や

冬
も
夏
も
快
適
で
人
に
や
さ
し
い
。

そ
し
て
、
二
酸
化
炭
素
の
排
出
量
が
少
な
く

地
球
に
も
や
さ
し
い
。
そ
ん
な
住
宅
を

つ
く
る
た
め
の
ポ
イ
ン
ト
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

も
に
多
く
の
熱
を
屋
外
に
捨
て
て
い
ま
し

た
が
、
現
在
は
高
効
率
化
さ
れ
た
「
潜
熱

回
収
型
」
が
一
般
的
で
す
。

　

一
方
、
エ
ア
コ
ン
は
外
気
温
に
よ
り
、

効
率
が
変
動
し
ま
す
。
道
内
で
も
比
較
的

温
暖
な
地
域
で
は
効
率
が
高
く
な
る
た

め
、
暖
房
用
に
採
用
す
る
住
宅
が
増
え
て

い
ま
す
。

　

日
中
に
不
在
の
こ
と
が
多
い
共
働
き
世

帯
な
ど
で
は
、
ス
ト
ー
ブ
な
ど
の
オ
ン
・

オ
フ
し
や
す
い
設
備
や
、
エ
ア
コ
ン
な
ど

の
宅
外
か
ら
の
操
作
が
し
や
す
い
設
備
も

有
効
で
す
。
暖
房
設
備
の
種
類
は
多
様
化

し
て
お
り
、
気
候
や
暮
ら
し
方
を
考
慮

し
、
な
る
べ
く
省
エ
ネ
に
な
る
設
備
を
選

ぶ
と
良
い
で
し
ょ
う
。

夏
の
暑
さ
対
策

　

最
近
は
、
北
海
道
で
も
最
高
気
温
が

30
℃
を
超
え
る
こ
と
が
増
え
て
お
り
、
暑

さ
対
策
が
重
要
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

断
熱
性
能
が
高
い
住
宅
は
、
高
温
の
屋

外
か
ら
室
内
へ
熱
が
伝
わ
り
に
く
く
な
り

ま
す
。
し
か
し
、
窓
か
ら
室
内
に
日
射
が

入
る
と
室
温
が
上
が
り
や
す
い
の
で
注
意

が
必
要
で
す
。

　

暑
さ
対
策
の
基
本
は
、
ま
ず
窓
の
日
射

を
遮
る
こ
と
。
次
に
、
窓
を
開
け
て
通
風

を
行
う
こ
と
。
そ
れ
で
も
適
温
に
な
ら
な

い
場
合
は
、
無
理
せ
ず
冷
房
を
使
う
こ
と

の
三
つ
で
す
。

～
窓
の
日
射
を
遮
る
～

　

日
射
を
遮
る
に
は
、
窓
の
外
側
に
遮
蔽

物
を
設
置
す
る
こ
と
が
有
効
で
す
。
日
当

た
り
の
よ
い
大
き
な
窓
を
中
心
に
、
す
だ

れ
や
サ
ン
シ
ェ
ー
ド
な
ど
を
用
い
る
と
良

い
で
し
ょ
う
。

～
通
風
～

　

屋
外
が
涼
し
い
時
に
、
外
気
を
取
り
入

れ
て
室
内
の
熱
い
空
気
を
排
出
し
ま
す
。

日
中
の
外
出
時
や
夜
間
に
も
窓
開
け
が
で

き
る
と
、
い
っ
そ
う
効
果
的
で
す
。
ド

レ
ー
キ
ッ
プ
窓
（
内
開
き
・
内
倒
し
窓
）

や
高
窓
な
ど
の
防
犯
に
配
慮
し
た
窓
を
用

い
る
と
良
い
で
し
ょ
う
。
南
と
北
な
ど
の

2
方
向
以
上
で
開
け
る
と
、
風
が
住
宅
の

中
を
流
れ
や
す
く
な
り
ま
す
。

～
無
理
せ
ず
冷
房
～

　

日
射
を
遮
り
通
風
を
行
っ
た
と
し
て

も
、
室
温
が
高
温
に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
そ
の
場
合
は
、
無
理
せ
ず
エ
ア
コ
ン

を
使
い
ま
し
ょ
う
。

「
Z
E
H
」
と
太
陽
光
発
電

　
「
Z
E
H
（
ゼ
ッ
チ
）」
と
は
、
ネ
ッ

ト
・
ゼ
ロ
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
住
宅
の
略
で
、

断
熱
性
能
が
高
く
高
効
率
な
設
備
を
採
用

し
、
太
陽
光
な
ど
の
年
間
の
発
電
量
が
住

宅
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
使
用
量
以
上
と
な
る
住

宅
の
こ
と
を
い
い
ま
す
。

人
に
も
地
球
に
も

人
に
も
地
球
に
もやさ

し
い
住
宅
を

や
さ
し
い
住
宅
を

文
／
北き

た

谷だ
に

　
幸ゆ

き

恵え

（
北
海
道
立
総
合
研
究
機
構
建
築
研
究
本
部

北
方
建
築
総
合
研
究
所
・
主
査
）
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特集　カーボンニュートラルと住宅
　

太
陽
光
発
電
は
、
災
害
な
ど
の
停
電
時

に
も
電
力
を
利
用
で
き
る
メ
リ
ッ
ト
が
あ

り
ま
す
。
ま
た
、
電
力
購
入
量
の
削
減
や

売
電
に
よ
る
経
済
的
メ
リ
ッ
ト
も
期
待
で

き
ま
す
。
設
置
の
際
の
注
意
点
と
し
て

は
、
投
資
回
収
年
数
が
長
く
な
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。
そ
の
理
由
と
し
て
、
設
置
費

用
に
幅
が
あ
る
こ
と
や
、
日
照
時
間
が
短

い
地
域
や
根
雪
の
期
間
が
長
い
地
域
で
は

発
電
量
が
少
な
く
な
る
こ
と
が
挙
げ
ら
れ

ま
す
。

　

図
2
に
示
す
よ
う
に
、
発
電
量
に
対
す

る
自
家
消
費
量
の
割
合
は
、
2
～
3
割
程

度
に
留
ま
る
場
合
が
多
い
の
が
実
態
と
考

え
ら
れ
ま
す
。
今
後
、
売
電
価
格
が
低
下

す
る
可
能
性
を
考
慮
す
る
と
、
将
来
、
電

気
自
動
車
を
購
入
し
た
際
に
充
電
設
備
を

設
置
し
や
す
い
よ
う
に
配
線
な
ど
を
準
備

し
て
お
く
の
も
一
案
で
す
。

お
わ
り
に

　

北
海
道
で
は
、「
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
北
海

道
」
を
宣
言
し
、
人
に
も
地
球
に
も
や
さ

し
い
住
宅
と
し
て
、
北
方
型
住
宅

2
0
2
0
の
普
及
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

　

北
方
型
住
宅
2
0
2
0
の
主
な
性
能
は

次
の
と
お
り
で
す
。

○
高
い
断
熱
性
能

　

�

外
皮
平
均
熱
貫
流
率
0
・
34
［
W
／

㎡
・
K
］。
一
般
的
な
新
築
住
宅
よ
り

3
割
向
上
。

○
高
効
率
な
設
備

　

一
次
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
量
2
割
減
。

○
高
い
耐
震
性
能

　

�

極
め
て
ま
れ
（
数
百
年
に
1
度
程
度
）

に
発
生
す
る
地
震
力
の
1
・
25
倍
の
力

に
対
し
て
倒
壊
や
崩
壊
し
な
い
。

2）

3）

　

こ
れ
に
太
陽
光
発
電
を
加
え
る
と
、

「
Z
E
H
」
も
達
成
で
き
ま
す
。

　

省
エ
ネ
は
、
家
計
だ
け
で
な
く
、
二
酸

化
炭
素
の
排
出
量
削
減
に
も
貢
献
し
ま

す
。
新
築
の
際
に
は
、
北
海
道
の
気
候
に

適
し
た
、
人
と
地
球
に
や
さ
し
い
住
宅
を

建
て
て
い
た
だ
け
る
と
幸
い
で
す
。

◆

1 �

出
典
：
令
和
2
年
度　

家
庭
部
門
の

C
O
2
排
出
実
態
統
計
調
査

2 �

自
家
消
費
量
：
太
陽
光
で
発
電
し
た

電
力
の
う
ち
自
宅
で
消
費
す
る
電
力

の
量

3 �

北
方
型
住
宅
2
0
2
0
：

　

���https://w
w
w
.kita-sm

ile.jp/
north2020

最終エネルギー消費量［GJ/ 戸・年］

照明・
家電など

台所用コンロ

給湯暖房戸建て住宅

20 40 60 800

■自家消費量
■売電量
■消費する電力のうち太陽光
　発電によらない電力量

自家消費量＋売電量
＝太陽光の発電量

1800
1600
1400
1200
1000
800
600
400
200
0

電
力
量
［
kW
h］

1 月 2 月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月

図1　北海道の世帯のエネルギー消費量1）

図2　屋根に太陽光発電10kW注）を載せた場合の試算例
注）10kW：道内の全域で「ZEH」を達成できる容量。
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　見積書は工事の内容を示す重要なものです。要望した内容が抜け落ちていないか、重複していな
いか確認しましょう。工事項目や使用材料と品名、数量、単価が細かく表示されている内訳書のな
い一式工事では内容がわかりません。また、過大な値引きには注意が必要です。見積もりの根拠と
なるカタログを提示してもらい、不明な点は説明を求めましよう。

A

ハウリーが質問します！
住宅のリフォームに関するハウリーの質問に、

建築指導センターの住宅相談員がわかりやすく答えます。

リフォームの見積書を見るときは、どこに注意したらいいの？Q

　屋根の傷み具合は、建物周辺環境やこれまでの維持管理により異なります。雨漏りや、すがもり
がなかったか、前回の塗装はいつ行ったかなど過去の記録を調べ、自分の目で劣化状況を見てみま
しょう。
　塗装工事で一番重要なのは下地処理で、仕上がりのよしあしや耐久性に影響します。まず、傷ん
でいる箇所の補修やサビを落とし、屋根全体の汚れを高圧洗浄で除去します。そして、サビ止めを
塗り、次に下塗り、上塗りをして完成です。屋根の形状により、部分足場を設けたり、雪止め金物
の脱着を行うこともあります。工事の様子を写真に撮っておくと次回に役立ちます。

A

屋根の塗装のチェックポイントと塗装工事の工程を教えてください。Q

住 宅 相 談 ・ ハ ウ ツ ー 講 座

傷み具合をしっかりチェック 下塗りをしてから上塗りサビ落とし、清掃

屋根の塗装工事の工程

住関係図書を無料配布！
北海道建築指導センターでは、
住宅や住まい方に関する図書を
無料配布しています。

配付図書の一部

戸
建
住
宅
の
契
約
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク

（
一
財
）北
海
道
建
築
指
導
セ
ン
タ
ー （一財）北海道建築指導センター

戸建住宅の
契約ガイドブック

（令和 2年度　改訂版）

H30.3
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　建築時の図面や増改築、設備の改修などの履歴を確認しましょう。リフォーム
済みの場合は、その内容を書面でもらいましょう。見えない部分は、北海道住宅
検査人※など第三者にインスペクション（建物現況調査）をしてもらうと安心です。
　また、売主が業者の場合は、既存住宅瑕疵保険の有無や保証内容の確認をして
おくことも重要です。

A

無料相談窓口

住 宅 相 談 室
お い で よ

一般住宅相談（電話・面談）：月〜金曜日

一般住宅相談、法律相談ともに土・日・祝日・夏季休業日・年末年始はお休みです。
新型コロナウイルス感染防止のため、お電話のみの相談となる場合がありますの
で、当センターのホームページ、またはお電話にてご確認ください。

法律相談（面談のみ）：毎月第 2・4火曜日

・法律相談窓口（札幌市）：TEL.011-241-1893
　相談時間：13時〜16時
・法律相談は、札幌弁護士会の派遣弁護士が担当
・要事前予約

・全道の相談窓口（札幌市）：TEL.011-222-6070
　相談時間：10時〜16時� （1回の相談は30分程度）
・地域の相談窓口（旭川市）：TEL.0166-22-8894
　相談時間：10時〜16時� （1回の相談は30分程度）

住宅のことや住まい方に関するさまざまな相談に、
一級建築士が親身になってお答えします。
トラブルを避けるためにも、まず住宅相談室にお電話ください。

中古の戸建て住宅を購入するとき、事前にどんなことを確認しておくとよいですか？Q

※�北海道住宅検査人（インスペクター）とは：北海道が制度を創設し、（一社）北海道
建築技術協会が登録を担っている資格で、第三者（建築士）の立場で、住宅の現況
調査および評価を行い、それに基づくリフォームアドバイスを行う。
　●問い合わせ先：（一社）北海道建築技術協会（TEL.011-251-2794）

北海道建築指導センターのHPの
「よくある住宅相談サイト」で、
多く寄せられている質問と、そ
の回答を紹介しています！

住宅講座、開催中！【受講料無料】
　一般消費者の皆さまを対象に、新築・リフォームなど様々なテーマで、年 4回、札幌で開催しています。講座
に参加した方に、6ぺージで紹介している住関係図書を配布しています。

講座の詳しい内容は、ホームページをご覧ください。

・�屋根や外壁、水回りなどの
リフォームのポイント
・�暖房費を抑えて快適に過ご
すための断熱・耐震改修
・�契約書、見積書の見方　
etc.

住宅講座は
こんなお話を
しているよ！
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